
ハイデガー・フォーラム第四回大会・総会配布用会計資料 

（2009 年 9 月 18 日作成、会計担当：相楽勉、関口浩） 

 

 

Ⅰ 第二回大会後から第三回大会時までの会計について 

第三回大会総会時に、会計資料を配布し、第二回大会後から第三回大会直前までのフォーラム会計

収支について報告したが、第三回大会終了後には、「ハイデガー・フォーラム第三回大会会計の動き」

を作成し、上記大会資料と合わせてフォーラム HP 上に掲示し、賛同人に公表した。以下、簡略に収

支バランスのみ記す。c. の残金 539,808 円を、「次回大会に向けての繰越金」とすることができた。 

 

a. 収入合計 710,737 円 

（＝2007.09.25 の第二回大会終了時繰越金 336,586 円 

＋2007.9.25-2008.9.19の一年間弱の収入 117,151 円 

＋2008.9.20/21 第三回大会時の収入合計 257,000 円） 

 

b. 支出合計 170,929 円 

（＝2007.9.25-2008.9.19 の一年間弱の支出 109,969 円 

＋2008.9.20/21 第三回大会時の支出合計 60,960 円） 

 

c. 2008.9.21時点の残金 539,808 円（＝a－b） 

 

 

Ⅱ 第三回大会後から第四回大会直前までの収支状況（2008.9.21-2009.9.18） 

 費目ごとの内訳を省略して、この時期の会計の動きを太い線で示すと、以下のようになる。 

 

○収入の部 

０．繰越金（＝c）       539,808 円 

１．運営協力費          4,000円 

２．2009 年大会参加費前払い      6,000円 

３．郵便貯金利息          737円 

１～３の収入合計         10,737円 

０～３の収入総計（＝ｄ）    550,545円 

○支出の部 

１．通信費           30,578 円 

２．ポスター制作費            68,565 円 

３．印刷費           79,211 円 

支出合計（＝e）         178,354円 

∴収入総計（d）－ 支出合計（e） 

＝ 372,191 円（2009.9.18 残高、内訳：普通貯金口座 46,322 円＋定額貯金 200,000 円＋現金

125,869円） 



 

Ⅲ 第五回大会に向けての収支見通し 

 第三回大会後の支出が、例年を上回ったのは、大会記録 Heidegger-Forum Vol.3 の紙媒体版を 80 部作

り、その印刷費が 8 万円近くかかったことによる。過去二回は少数部を試作したにすぎなかったのに

対し、第三号は印刷を一般業者に依頼し、表紙もカラーで美しく仕上げた。第三回大会発表者他には、

贈呈した。第四回大会時に希望者に実費で販売するほか、不参加者には後日、運営協力費の郵便振込

納入と引き換えに、郵送する予定。一般書籍としての出版は難しいので、今後もこの方式での印刷を

できれば維持したい。 

第四回大会に、賛同人 60 人の参加費徴収を見込めるとして、120,000 円の収入。大会当日と直後の

支出も、昨年実績を上回り、120,000 円程度となる見込み（ポスターデザイン御礼 30,000 円、旅費補助

45,000 円、会場使用料 30,000 円その他）。大会時の収支のみ取り出せば、これで収支トントン。繰越金

の目減りを抑えるためには、賛同人や一般市民の大会参加をできるだけ増やすしかない。 

第五回大会でもこれまで同様に宣伝ポスターを制作するのはもちろん、Heidegger-Forum の紙媒体版

印刷も続けていきたい。大会時の釣銭用意だけでも 10 万円は必要となる。それゆえ、次回大会に向け

ての繰越金は、最低 30 万円は確保していかなければならない。



ハイデガー・フォーラム第四回大会（2009.9.20/21）会計の動き 

 

収入の部 

a．一般人参加費 

・一日目収集分 32,000 円（＝1,000 円×32 人） 

・二日目収集分 22,000 円（＝1,000 円×22 人） 

計 54,000 円（二日間延べ参加人数 54 名） 

b．賛同人参加費 

計 138,000 円（＝2,000 円×69 名） 

*前払いした参加者が 3 名いたので、賛同人のうち実際に参加したのは 72 名であったことに

なる。 

c．寄付 

2,000 円（依頼発表者 1 名より） 

d．Heidegger-Forum 紙媒体版売上げ 

計 20,000 円（＝1,000 円×20 冊） 

 

∴第四回大会時収入合計 214,000 円（＝a+b+c+d） 

⇒第三回大会後の収入合計 10,737 円と合わせると、224,737 円（＝α） 

 

支出の部 

p．会場施設費 30,000 円 

q．交通費 47,000 円 

（依頼発表者旅費補助 2 名、タクシー代） 

r．謝礼 30,000 円 

（ポスターデザイン謝礼） 

s．事務費 3,378 円 

（領収証、電卓、紙袋） 

t．雑費 5,880 円 

（ミネラル･ウォーター、お茶、紙コップ） 

 

∴大会時支出合計 116,258 円（＝p+q+r+s+t） 

⇒第三回大会後の支出合計 178,354 円と合わせると、294,612 円（＝β） 

 

○第三回大会後から第四回大会終了時までの収支決算は、-69,875 円（＝α－β） 

⇒2008 年 9 月 21 日残高 539,808 円と併せると、469,933 円 

 

◎この 469,933 円が、2009.9.21 現在の残金であり、第五回大会に向けての資金となる 

（＊今年だけ見ると、約 7 万円の赤字であった。とはいえ、繰越金は次回大会開催に必要な資金

額の 30 万円を十分確保できているので、予定通り開催準備を進めることにしたい。） 


